
平
成
二
十
一
年
二
月
十
二
日
提
出

質

問

第

一

一

八

号

日
本
相
撲
協
会
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
指
導
監
督
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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日
本
相
撲
協
会
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
指
導
監
督
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
十
九
年
十
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
六
五
号
）
に
「
文
部
科
学
省
と
し
て

は
、
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

六
十
七
条
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
・
文
部

省
令
第
四
号
）
等
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
等
の
資
料
の
提
出
を
受
け
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
報
告
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
必
要
な
指
導
監
督
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
あ
る
様
に
、
財
団
法
人
日

本
相
撲
協
会
（
以
下
、
「
相
撲
協
会
」
と
い
う
。
）
は
文
部
科
学
省
の
所
管
法
人
で
あ
り
、
文
科
省
の
指
導
監
督
の
下
に
置

か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
相
撲
協
会
」
は
公
益
法
人
の
一
つ
で
も
あ
り
、
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
る
代
わ
り
に
必
要
以
上
の
利

益
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
文
科
省
と
し
て
、
「
相
撲
協
会
」
の
毎
年
度
の
収
支
状
況

を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
。

二

相
撲
場
所
に
お
け
る
お
茶
屋
や
お
み
や
げ
の
仕
組
み
等
、
「
相
撲
協
会
」
の
運
営
の
あ
り
方
は
、
公
益
法
人
と
し
て
必
要

以
上
の
利
益
を
出
す
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
か
。
文
科
省
の
見
解
如
何
。

三

時
津
風
部
屋
で
の
力
士
暴
行
死
亡
事
件
や
現
役
力
士
に
よ
る
大
麻
事
件
等
、
一
昨
年
来
「
相
撲
協
会
」
を
巡
る
不
祥
事
が

一



相
次
い
で
い
る
が
、
右
は
文
科
省
の
指
導
監
督
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四

二
で
触
れ
た
「
相
撲
協
会
」
の
運
営
の
あ
り
方
や
三
で
挙
げ
た
不
祥
事
等
に
つ
き
、
文
科
省
と
し
て
、
今
後
「
相
撲
協

会
」
に
対
す
る
指
導
監
督
体
制
を
強
化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


